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南伊豆地域広域ごみ処理事業について南伊豆地域広域ごみ処理事業について
問合せ先　環境対策課施設整備係　☎㉒６６８６問合せ先　環境対策課施設整備係　☎㉒６６８６

　先月号に引き続き、皆さまから寄せられたご意見をご紹介します。

　今回は、整備を予定する施設に関する疑問や質問について取り上げます。

どのような施設を整備する予定でしょうか？

可燃ごみを処理するための焼却施設（処理能力：58 トン / 日）と不燃ごみを処理するための資源化

施設（処理能力：4.8 トン /日）の整備を予定しています。

施設の処理能力（規模）はどのようにして決まるのでしょうか？

処理能力は、施設稼働後における最もごみ量の多い年を基準に計算されます。予測された年間ごみ

量（計画ごみ量）を施設の稼働日数で割り戻すことによって算出しますが、焼却施設については災

害ごみへの備えとして一定の割合を、資源化施設については時期によるごみ量の変動に対応した一

定の割合を見込んでいます。

※静岡県の地震被害想定（起きる可能性が比較的高いレベル１）では、１市３町の災害廃棄物発生

量を 12 万トンと想定しています。施設規模に災害ごみを見込まない場合は、処理が遅れ、仮置

場に長く置かれたままになってしまうおそれがあります。

※年間稼働日数は、施設の休止日や点検補修に要する日数を考慮したものです。

燃やさない処理方式もあると聞きました。なぜ焼却方式を採用するのでしょうか？

ごみ処理施設は住民生活に必要不可欠な施設であり、故障しにくいこと、安定した運転が可能であ

ることなど、様々な要件が求められます。

広域処理に向けた基本構想を策定するにあたり、ごみ由来のエネルギーを回収できること、災害廃

棄物の処理が可能であることなど、４つの条件を設定し、複数の処理方式の検討を行ったところ、

焼却方式が最も整備方針に合う結果となりました。

今回採用する焼却方式（ストーカ式）は、高温でごみを燃焼することによって、無害化、安定化、

減容化を同時に達成できる処理方式で、処理の安定性に優れ、運転管理も容易であることから、近

年のほとんどのごみ処理施設で採用されるなど、最も実績がある処理方式です。

令和２年度に燃やさない処理方式であるトンネルコンポスト方式（ごみを固形燃料化する方式）の

検討も行いましたが、出来上がった固形燃料の長期的かつ安定的な引取先の確保が困難であること、

災害廃棄物の処理ができないことなどの課題があり、導入を断念した経過があります。

〇焼却施設（既存施設と同じ運転方式の場合）

計画ごみ量

13,966t
÷

年間稼働日数

253 日
＋

災害ごみ

５％
≒

施設規模

58t/ 日

〇資源化施設

計画ごみ量

1,056t
÷

年間稼働日数

253 日
×

変動係数

1.15
≒

施設規模

4.8t/ 日

～清掃センターだより～～清掃センターだより～

皆さまからよくあるごみについての皆さまからよくあるごみについての
質問に回答します質問に回答します

手でつぶれる柔らかい缶はアルミ缶で捨ててもいいでしょうか？

手で簡単につぶれることも一つの判断基準ですが、最近では環境への配慮のため原料の使用量削減

と製造時の CO2 削減を目的に軽量なスチール缶が出てきています。

排出する際は似ているものでもしっかりとアルミ、スチールのマークを確認し、排出するようお願

いします。

テレビは月２回あるリサイクル分別収集に出

してもいいですか？

エアコン（室外機含む）、テレビ、冷蔵庫（冷凍庫・

保冷庫含む）、洗濯機、衣類乾燥機は家電リサイ

クル法の対象の機器に該当しますのでリサイクル

分別収集で回収はしません。

原則として購入した店、買い替える店で引き取り

ます。買った店がわからない等の場合、清掃セン

ターでも引き取れますが、家電リサイクル券（郵

便局で購入）と送料が必要になります。

※家庭用製品であっても事業で使用していたもの

は、産業廃棄物扱いになりますので引取りでき

ません。

広域ごみ処理事業 QR

清掃センターで働く現場職員の声を聞いてみました

環境対策課清掃センター　土屋 貞雄 業務士

Ｑ．清掃センターではどのような業務を行っていますか？

Ｑ．業務を行う上でのやりがい又は苦労することは？

Ｑ．市民の皆さんに伝えたいこと、お願いしたい

　　ことはありますか？

ごみはちょっとした工夫で減らすことができます。

長く物を使う、生ごみの水を切るなど今すぐにでも

できることがたくさんあり、節約にもつながります。

今一度ごみの捨て方を見直し、下田市のごみ減量

化にご協力をお願いします。

場内ではごみの搬入受付や分別、処理業務、計量

などを行っています。

清掃センターには多くのごみが持ち込まれ、持

ち込まれるごみも様々です。正しい分別を行わ

ないと思わぬ事故やケガにつながるため、常に

注意を払い安全を保てるよう心がけています。

Ａ．

Ａ．

Ａ．

問合せ先　環境対策課清掃センター　☎㉒６６８６問合せ先　環境対策課清掃センター　☎㉒６６８６
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税の滞納整理強化月間です‼

問合せ先　税務課収納係・滞納対策係（窓口⑦）☎㉒２２１８

　市税は、市民の皆さまの安心で健康的な生活を維持するためのまちづくりを支える大切な財源です。

多くの納税者の方が、決められた納期限までに納めていただいておりますが、残念ながら様々な理由で

滞納されている方もいます。

　このようなことから、県内の全市町は、納期内納付をされている方との公平性を保つため県と連携し

て、11 月から 12 月までの２か月間を『滞納整理強化月間』に設定して、滞納処分の強化に取り組みます。

【滞納処分の強化について】

【賀茂地方税債権整理回収協議会の取組】

【困ったときは、早めのご相談を！】

【市税の滞納解消に向けて】
　近年の景気の低迷により、市税収入が減少して

いる中で、市税の滞納は市財政を圧迫する大き

な要因となっています。令和３年度の徴収率は、

95.2％と前年度に比べやや向上していますが、依

然厳しい状況にあります。

　市税の滞納は、市民の皆さまの行政サービスに

大きな影響を与えます。期限内納付へのご理解と

ご協力をお願いいたします。

　税務課では、督促状や催告書を送付しても応答がなく、納付できるにも

かかわらず納付のない滞納者に対しては、「賀茂地方税債権整理回収協議会」

と連携して、財産調査を行ったうえで、差押、捜索、公売などの滞納処分

を行います。

　徴収困難な滞納者については、地方税の滞納整理の専門機関である静岡

地方税滞納整理機構に移管し、滞納処分の強化を図ります。

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

調定額 収入額 収入率 調定額 収入額 収入率 調定額 収入額 収入率

現年

課税
2,873 2,818 98.1% 2,830 2,768 97.8% 2,775 2,723 98.0%

滞納

繰越
150 46 30.2% 129 43 33.7% 135 49 36.0%

合計 3,023 2,863 94.7% 2,959 2,811 95.0% 2,911 2,771 95.2%

市税収納状況 （単位：百万円）

※金額は、一般会計市税（市民税、固定資産税、軽自動車税等）の決算数値

　平成 28 年４月から、静岡県と賀茂地域６市町で「賀茂地方税債権整理回収協議会」を設置し、市町税の共同徴

収に連携して取り組み、滞納者には財産調査、差押、捜索などの滞納処分の強化を行ってきました。

　賀茂６市町の体制で取組を続けた結果、設置後の６年間で市税全体の徴収率は 9.4％向上し、収入未済額は約

４億４千万円縮減しました。

　今後も引き続き、徴収体制の維持・強化に取り組んでいきます。

　病気や失業、事業の廃止などの特別な事情があり納付が困難な方や、納付が遅れている方は、お早めに税務課収

納係・滞納対策係（窓口⑦）☎㉒２２１８　にご相談ください。

年度 移管件数 差押等による
徴収金額

平成 30 年度 15 件 14,717 千円

令和元年度 15 件 9,085 千円

令和２年度 15 件 11,576 千円

令和３年度 15 件 15,887 千円

静岡地方税滞納整理機構移管実績

11 月・12 月は、
～納期内納付をお願いします～

督促状の発送 換価・配当財産調査 財産差押

　納期限の約 20 日後
に督促状を発送しま
す。

　差押えた財産は、取
立てや公売により換価
（換金）し、得た代金は
滞納金に充当します。

　金融機関、勤務先、
生命保険会社などに対
し、質問及び調査を行
います。

　財産調査で判明した
財産を差押えます。

滞納処分の流れ

　
　

～
宝
く
じ
助
成
事
業
～

　
　

～
宝
く
じ
助
成
事
業
～

　

大
賀
茂
区
で
は
、
一
般
財
団
法

人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
行
う

「
令
和
４
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
」
に
よ
る
宝
く
じ
の
助
成

金
で
、
災
害
時
等
で
使
用
す
る
「
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
」
の
整

備
を
行
い
ま
し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と

し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必

要
な
備
品
・
施
設
の
整
備
、
安
全

な
地
域
づ
く
り
等
に
対
し
て
助
成

を
行
い
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
充
実
・
向
上
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　

今
回
整
備
し
た
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
シ
ー
バ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
多
く

利
用
さ
れ
て
い
た
ア
ナ
ロ
グ
式
の

も
の
に
比
べ
、
安
定
し
た
通
信
が

可
能
で
す
。
災
害
時
に
は
、
固
定

電
話
、
携
帯
電
話
等
が
つ
な
が
り

に
く
く
な
り
ま
す
。
発
災
時
で
も

利
用
可
能
で
操
作
も
簡
単
な
た

め
、
緊
急
時
や
防
災
訓
練
等
で
の

活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
よ
っ
て
、
今
年
12
月
か
ら
ア
ナ

ロ
グ
式
防
災
行
政
無
線
が
使
用
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、

現
在
の
「
防
災
ラ
ジ
オ
」
で
は
同

報
無
線
の
放
送
が
受
信
で
き
な
く

な
り
ま
す
（
通
常
の
ラ
ジ
オ
放
送

は
、
引
き
続
き
受
信
で
き
ま
す
）。

　

市
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
無
線
に
対

応
し
た
戸
別
受
信
機
（
左
写
真
）

を
各
世
帯
に
１
台
、
無
償
で
貸
与

し
て
い
ま
す
。
新
し
い
戸
別
受
信

機
の
貸
与
を
ご
希
望
の
方
は
、
防

災
安
全
課
（
窓
口
⑩
）
や
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
申
請
書
を
入
手
し
、

直
接
提
出
も
し
く
は
メ
ー
ル
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
等
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
戸
別
受
信
機
は
、
窓
口
で

お
渡
し
し
ま
す
。

　　

市
で
は
、
家
庭
で
の
防
災
対
策

を
促
進
す
る
た
め
、
各
種
補
助
制

度
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
補
助
制

度
を
活
用
し
、
家
庭
内
の
防
災
対

策
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
回
は
、
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
整

備
費
補
助
制
度
と
家
庭
内
家
具
等

転
倒
防
止
促
進
事
業
費
補
助
制
度

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
整
備
費
補
助
金

　

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
と
は
、
一
定

以
上
の
揺
れ
を
感
知
し
、
自
動
的

に
ブ
レ
ー
カ
ー
な
ど
の
電
気
を
止

め
る
器
具
で
す
。
大
地
震
の
発
生

時
に
は
通
電
火
災
（
停
電
か
ら
電

気
が
復
旧
す
る
と
き
に
発
生
す
る

火
災
）
に
よ
る
二
次
災
害
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
は
、

不
在
時
や
ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と
し

て
か
ら
の
避
難
開
始
が
難
し
い
場

合
に
有
効
な
手
段
と
な
り
ま
す
。

【
申
請
方
法
】

①
申
請（
※
事
前
の
申
請
が
必
要
）

　

申
請
書
等
の
必
要
書
類
を
、
防

災
安
全
課
窓
口
に
提
出
し
ま
す
。

②
審
査

　

申
請
内
容
を
審
査
し
、
適
否
の

決
定
後
、
市
か
ら
交
付
決
定
通
知

書
が
届
き
ま
す
。

③
実
績
報
告

　

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
後
、
完

了
実
績
報
告
書
等
の
必
要
書
類
を
防

災
安
全
課
窓
口
に
提
出
し
ま
す
。

④
振
込

　

提
出
書
類
の
確
認
後
、
後
日
指

定
の
金
融
口
座
へ
補
助
金
を
振
り

込
み
ま
す
。

　

地
震
発
生
時
に
家
具
の
転
倒
に

よ
っ
て
取
り
残
さ
れ
る
、
あ
る
い

は
避
難
が
遅
れ
る
ケ
ー
ス
も
考
え

ら
れ
ま
す
。
阪
神
淡
路
大
震
災
や

東
日
本
大
震
災
で
も
、
多
く
の
人

が
建
物
や
家
具
の
下
敷
き
に
な
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
家
具
転

倒
防
止
器
具
を
取
り
付
け
る
こ
と

で
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

【
申
請
方
法
】

①
申
請
（
※
購
入
後
の
申
請
可
）

　

申
請
書
等
の
必
要
書
類
を
、
防

災
安
全
課
窓
口
に
提
出
し
ま
す
。

②
審
査

　

申
請
内
容
を
審
査
し
、
適
否
の

決
定
後
、
市
か
ら
交
付
決
定
通
知

書
が
届
き
ま
す
。

③
振
込

　

後
日
指
定
の
金
融
口
座
へ
補
助

金
を
振
り
込
み
ま
す
。
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防
災
か
わ
ら
版

　
　
　

　
　
　

  

問
合
せ
先　

防
災
安
全
課
防
災
係　
（
窓
口
⑩
）
☎

問
合
せ
先　

防
災
安
全
課
防
災
係　
（
窓
口
⑩
）
☎
㊱㊱
４
１
４
５

４
１
４
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～
デ
ジ
タ
ル
式
戸
別
受
信
機
の

  

無
償
貸
与
を
行
っ
て
い
ま
す
～

～
各
種
補
助
制
度
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

紹
介
し
ま
す
～

家
庭
内
家
具
等
転
倒
防
止
促
進

　
　
　
　
　
　
　
　

事
業
費
補
助
金
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ア
イ
デ
ア
の
玉
手
箱

ア
イ
デ
ア
の
玉
手
箱

　
～
下
田
市
の
未
来
の
た
め
に

    　

    
素
敵
な
ア
イ
デ
ア
を
～

　

こ
れ
か
ら
も
下
田
市
の
未
来
に

向
け
て
、
皆
さ
ま
の
ア
イ
デ
ア
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

提
出
方
法

　

市
役
所
市
民
保
健
課
前
ロ
ビ
ー

設
置
の
専
用
箱
に
備
え
付
け
用
紙

で
投
函
又
は
便
箋
等
１
枚
に
つ
き

１
件
の
ア
イ
デ
ア
を
記
入
し
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
郵
送
、
メ
ー
ル
に
て
お
送
り

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
提
出
先

企
画
課
企
画
調
整
係

☎
㉒
２
２
１
２　

FAX
㉒
３
９
１
０

✉kikaku@city.shimoda.lg.jp

　

昨
年
度
、
県
が
行
っ
た
調
査
に

よ
る
と
、
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま

で
の
約
22
人
に
１
人
が
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
の
可
能
性
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

そ
の
中
に
は
「
自
分
の
時
間
が

な
い
」「
進
路
を
諦
め
る
」
と
言
っ

た
声
も
あ
り
、
大
人
に
代
わ
っ
て

ケ
ア
を
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
の

将
来
の
夢
や
希
望
へ
の
影
響
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ケ
ア
に
対
す
る
負
担
の
大
小

は
、
そ
の
家
庭
の
事
情
や
子
ど
も

本
人
の
受
け
止
め
方
に
よ
っ
て
異

な
り
、「
自
分
が
や
っ
て
当
た
り

前
」
な
ど
の
思
い
込
み
か
ら
自
覚

が
な
い
場
合
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

同
様
に
、
家
族
や
親
族
か
ら
も

「
こ
の
子
が
や
っ
て
当
た
り
前
」

な
ど
と
思
わ
れ
る
こ
と
で
、
追
い

詰
め
ら
れ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
周
り
に
も
「
家
族
の

世
話
で
大
変
そ
う
な
子
」
「
家
族

の
病
気
や
諸
問
題
を
抱
え
て
い
る

子
」
な
ど
、
気
に
な
る
子
ど
も
た

ち
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
た
ち
が
自
分
の
負
担
を

認
識
し
、
大
人
に
相
談
で
き
る
環

境
づ
く
り
の
た
め
に
も
、
ま
ず
は

大
人
が
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い

て
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

≪静岡県　相談窓口≫

・電話相談：賀茂地区　☎㉓４１５２　

	 日時：月～金（９時～ 20 時）土日（９時～ 17 時）

・LINE 相談（しずおかこども・家庭相談）

	 相談日時：毎日 12 時～ 20 時

 

　　　　　　　　　しずおかこども・家庭相談登録専用 QR

　　　　　　　　　LINE アプリで読み込んでください。　

≪下田市相談窓口≫

・福祉事務所　☎㉒２２１６　

・教育委員会　☎㉓３９２９　

・市民保健課地域包括支援センター　☎㊱４１４６　

・市民保健課健康づくり係　☎㉒２２１７　

	 相談日時：平日８時 30 分～ 17 時 15 分（年末年始を除く）

※秘密は守られます。お気軽にご相談ください。

※ご希望に応じて関係機関につなぐ事も可能です。

★困っていることがあれば相談してください。
★子どもの SOS が聞こえたら、窓口を紹介してあげてください。

ヤングケアラーを知っていますかヤングケアラーを知っていますか
問合せ先　福祉事務所社会福祉係　（窓口⑥）☎㉒２２１６問合せ先　福祉事務所社会福祉係　（窓口⑥）☎㉒２２１６

　家族にケアを要する人がいる場合に、大人が担うようなケア責任を引き受け、家事や家族の世話、介護、感情面

のサポートなどを行っている 18 歳未満の子どもをいいます。

キ
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こ
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も
た
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こ
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と

ご
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作
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作
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を
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Ｐ
Ｒ
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上
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し
て
も
ら
い
、
花
束
に
し
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す
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。
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。
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。
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が
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テ
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テ
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楽
し
く
買
い
物
で
き

る
場
所
を
）

る
場
所
を
）

誰
も
が
使
い
や
す
い
公
園
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園
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（
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ザ
イ
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）

デ
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を
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令
和
３
年
３
月
に
始
ま
っ
た

ア
イ
デ
ア
の
玉
手
箱
。
こ
れ
ま

で
に
40
以
上
の
ア
イ
デ
ア
が
届

き
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
い
く

つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

ヤングケアラーの定義の一例



山林で作業やハイキングをされる方へ山林で作業やハイキングをされる方へ 10 月は浄化槽月間です10 月は浄化槽月間です

里
親
の
種
類
は
？

　

里
親
に
は
、
委
託
期
間
や
目
的

な
ど
に
よ
っ
て
４
種
類
あ
り
ま
す
。

養
育
里
親
…
子
ど
も
が
自
ら
の
家

庭
に
戻
る
こ
と
が
で
き
る
ま
で
、

又
は
自
立
で
き
る
ま
で
養
育
す
る

里
親

専
門
里
親
…
虐
待
等
の
行
為
に
よ

り
心
身
に
有
害
な
影
響
を
受
け
た

子
ど
も
や
非
行
の
あ
る
（
非
行
に

結
び
つ
く
お
そ
れ
の
あ
る
）
子
ど

も
、
身
体
・
知
的
・
精
神
障
害
の

あ
る
子
ど
も
を
養
育
す
る
里
親

親
族
里
親
…
保
護
者
が
亡
く
な
っ

た
又
は
行
方
不
明
等
と
な
っ
た
子

ど
も
を
、
そ
の
子
ど
も
の
３
親
等

内
の
親
族
が
里
親
と
し
て
の
認
定

を
受
け
て
養
育
す
る
里
親

養
子
縁
組
希
望
里
親
…
養
子
縁
組

に
よ
っ
て
養
親
と
な
る
こ
と
を
希

望
す
る
里
親

問
合
せ
先

里
親
の
申
込
み
に
つ
い
て

福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係
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窓
口
⑥
）
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㉒
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２
１
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賀
茂
児
童
相
談
所

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉔
２
０
３
８

里
親
制
度
に
つ
い
て

県
こ
ど
も
家
庭
課

☎
０
５
４
‐
２
２
１
‐
３
７
６
０

賀
茂
児
童
相
談
所

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉔
２
０
３
８

里
親
に
な
る
に
は
？

　

特
別
な
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
が
、
一
定
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。

①
子
ど
も
に
理
解
を
持
ち
、
養
育

に
対
す
る
熱
意
と
豊
か
な
愛
情

を
持
っ
て
い
る
こ
と

②
心
身
と
も
に
健
康
で
、
子
ど
も　

の
養
育
に
ふ
さ
わ
し
い
年
齢
で

あ
る
こ
と

③
子
ど
も
の
養
育
に
支
障
の
な
い　

程
度
に
、
収
入
及
び
住
居
の
ゆ

と
り
が
あ
り
、
健
全
で
明
る
い

家
庭
生
活
が
営
ま
れ
て
い
る
こ

と
（
親
族
里
親
は
除
く
）

④
禁
錮
以
上
の
刑
を
執
行
中
又
は

執
行
猶
予
期
間
中
で
な
い
こ
と　
　

　　

里
親
の
申
込
み
は
年
間
を
通
じ

て
い
つ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

県
が
実
施
す
る
研
修
を
修
了
し
、

知
事
が
里
親
と
し
て
認
定
し
た
方

は
里
親
名
簿
に
登
録
さ
れ
ま
す
。

里
親
に
な
っ
た
ら
？

　

児
童
相
談
所
が
面
会
や
交
流
を

繰
り
返
し
た
上
で
、
養
育
を
お
願

い
す
る
子
ど
も
を
決
定
し
ま
す
。

　

子
ど
も
の
養
育
を
お
願
い
し
て

い
る
間
は
、
定
め
ら
れ
た
養
育
に

必
要
な
経
費
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

　

子
育
て
の
悩
み
や
不
安
に
は
、

児
童
相
談
所
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

広報しもだ 2022.10 月号 - 8 -- 9 - 広報しもだ 2022.10 月号

　浄化槽は、家庭からの生活排水をきれいな水に浄化

し、地域の快適な生活環境を守る役割を担っています。

　浄化槽法では、保守点検、清掃、法定検査が義務付

けられています。地域の水環境を守るため、

適切な維持管理を行いましょう。

保守点検

　浄化槽の保守点検、付帯設備の補修や消毒剤の補充

などを行います。専門的な知識を持った浄化槽保守点

検業者に委託してください。

清掃

　浄化槽内にたまった汚泥の抜き取りを行います。浄

化槽清掃業許可業者に委託して、年１回以上実施して

ください。

法定検査

　保守点検、清掃により浄化槽の管理が適切に行われ

ているかを検査します。浄化槽法第 11 条により年１

回受検が義務付けられています。県指定検査機関にお

申込みください。

指定検査機関

（一財）静岡県生活科学検査センター　

☎０５４‐６２１‐５８６３

問合せ先

環境対策課　　　　　			　　　	☎㉒２２１３

賀茂健康福祉センター環境課				☎㉔２０５３

　　今年度の県内における狩猟期間は次のとおりです。

●イノシシ及びニホンジカ

11 月１日（火）～３月 15 日（水）

●その他の狩猟鳥獣

11 月 15 日（火）～２月 15 日（水）

　この期間中、「わな」「猟銃」「網」を使用した狩猟

が行われますので、作業、ハイキング、山菜摘み等で

山林に入られる方は、次のことにご留意ください。

★狩猟者が視認しやすいよう、目立つ色の服装を心が

けてください（ただし、白色※や迷彩色は避けてく

ださい）。

※白色（首のタオルを含む）はシカのお尻と同色のた

め、狩猟者に誤認され大変危険です。

★ラジオや鈴など音が鳴るものを携帯したり、声を出

して歩くなど、自分の存在を周囲に知らせるよう心

がけてください。

★獣道には「わな」が設置されている場合があります

ので、通常の山道から奥にはできるだけ入らないよ

うにしてください。

★「わな」の設置場所付近には、設置者の氏名等が記

載された標識が付いています。標識がある場合は近

づかないでください。

問合せ先

県自然保護課

☎０５４-２２１-２７１９

　

子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長
す
る

た
め
に
は
た
く
さ
ん
の
愛
情
が
必

要
で
す
。
し
か
し
、
親
の
病
気
や

死
別
、
離
婚
、
虐
待
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
、
家
庭
で
養

育
さ
れ
る
こ
と
が
難
し
い
子
ど
も

た
ち
が
い
ま
す
。

　

里
親
制
度
は
、
こ
の
よ
う
な
子

ど
も
達
を
自
分
の
家
庭
に
迎
え
入

れ
、
温
か
い
愛
情
と
正
し
い
理
解

を
も
っ
て
、
家
庭
的
な
雰
囲
気
の

中
で
養
育
す
る
、
児
童
福
祉
法
で

定
め
ら
れ
て
い
る
制
度
で
す
。

10 月は 里親月間です

子どもたちは、

温かい家庭生活を提供して

くれる里親を求めています

　

や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
国

　

や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
国

民
年
金
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な

民
年
金
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な

か
っ
た
期
間
や
国
民
年
金
に
加
入

か
っ
た
期
間
や
国
民
年
金
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入

し
て
い
な
か
っ
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期
間
が
あ
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場

し
て
い
な
か
っ
た
期
間
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あ
る
場

合
は
、
そ
の
期
間
に
応
じ
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年
金

合
は
、
そ
の
期
間
に
応
じ
て
年
金

額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
で
は
、
本
人
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申
出

　

国
民
年
金
で
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、
本
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申
出

に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間

に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間

がが
4040
年
間
（
４
８
０
月
）
に
満
た

年
間
（
４
８
０
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な
い
場
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、
厚
生
年
金
・

な
い
場
合
で
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っ
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、
厚
生
年
金
・

共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
な
い
と

共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
な
い
と

き
は
、

き
は
、
6060
歳
か
ら

歳
か
ら
6565
歳
に
な
る
ま

歳
に
な
る
ま

で
の
間
、
任
意
加
入
し
て
年
金
額

で
の
間
、
任
意
加
入
し
て
年
金
額

を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た

め
に
は
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間

め
に
は
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間

及
び
保
険
料
免
除
期
間
な
ど
の
合

及
び
保
険
料
免
除
期
間
な
ど
の
合

計
が
原
則
と
し
て

計
が
原
則
と
し
て
1010
年
（
１
２
０

年
（
１
２
０

月
）
以
上
必
要
と
な
り
ま
す
が
、

月
）
以
上
必
要
と
な
り
ま
す
が
、

こ
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
場

こ
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
場

合
は
、

合
は
、
7070
歳
に
な
る
ま
で
任
意
加

歳
に
な
る
ま
で
任
意
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
昭
和

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
昭
和

4040
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
に
限
る
）。

方
に
限
る
）。

　

ま
た
、
海
外
に
在
住
す
る
日
本

　

ま
た
、
海
外
に
在
住
す
る
日
本

国
籍
の
方
も
国
民
年
金
に
任
意
加

国
籍
の
方
も
国
民
年
金
に
任
意
加

～
任
意
加
入
制
度
の
ご
案
内
～

～
任
意
加
入
制
度
の
ご
案
内
～

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

保
険
料

保
険
料

月
額
１
６
，
５
９
０
円
（
令
和
４

月
額
１
６
，
５
９
０
円
（
令
和
４

年
度
）

年
度
）

申
請
時
に
必
要
な
物

申
請
時
に
必
要
な
物

　

基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の
・

　

基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の
・

預
貯
金
通
帳
・
通
帳
届
出
印
鑑

預
貯
金
通
帳
・
通
帳
届
出
印
鑑

※※
6565
～～
7070
歳
に
な
る
ま
で
加
入
す

歳
に
な
る
ま
で
加
入
す

る
場
合
、
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
戸

る
場
合
、
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
戸

籍
謄
本
が
必
要
で
す
。

籍
謄
本
が
必
要
で
す
。

※
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
支
給

※
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
支
給

を
受
け
て
い
る
方
、
厚
生
年
金
・

を
受
け
て
い
る
方
、
厚
生
年
金
・

共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
方

共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
方

は
任
意
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

は
任
意
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

　

外
国
籍
の
方
で
も
、

　

外
国
籍
の
方
で
も
、
2020
歳
以
上

歳
以
上

6060
歳
未
満
で
日
本
国
内
に
住
所
が

歳
未
満
で
日
本
国
内
に
住
所
が

あ
る
場
合
、
国
民
年
金
に
加
入
し

あ
る
場
合
、
国
民
年
金
に
加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
厚
生
年

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
厚
生
年

金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る

金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る

方
を
除
く
）。

方
を
除
く
）。

　

加
入
手
続
は
住
民
登
録
の
あ
る

　

加
入
手
続
は
住
民
登
録
の
あ
る

市
区
町
村
の
国
民
年
金
担
当
窓
口

市
区
町
村
の
国
民
年
金
担
当
窓
口

で
行
い
ま
す
。

で
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
外
国
籍
の
方
が
国
民
年

　

な
お
、
外
国
籍
の
方
が
国
民
年

金
保
険
料
を
６
か
月
以
上
納
め
て
、

金
保
険
料
を
６
か
月
以
上
納
め
て
、

年
金
給
付
を
受
け
ず
に
帰
国
し
た

年
金
給
付
を
受
け
ず
に
帰
国
し
た

場
合
に
は
、
出
国
後
２
年
以
内
に

場
合
に
は
、
出
国
後
２
年
以
内
に

請
求
手
続
を
す
る
と
、
保
険
料
を

請
求
手
続
を
す
る
と
、
保
険
料
を

納
め
た
期
間
に
応
じ
て
脱
退
一
時

納
め
た
期
間
に
応
じ
て
脱
退
一
時

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先

問
合
せ
先

市
民
保
健
課
国
保
年
金
係

市
民
保
健
課
国
保
年
金
係

　
　
　
　

  

（
窓
口
③
）
☎
㉒
３
９
２
２

（
窓
口
③
）
☎
㉒
３
９
２
２

住宅用火災報知器を設置しよう！点検しよう！住宅用火災報知器を設置しよう！点検しよう！
問合せ先　下田消防本部予防課　☎㉒１８４９問合せ先　下田消防本部予防課　☎㉒１８４９

　消防法改正により、全ての一般住宅に住宅用火災報知器を設置することが義務づけられ

てから 10 年が経過しました。下田消防本部では、住宅用火災警報器の作動確認の実施な

ど適切な維持管理をお願いしています。また、住宅用火災警報器が未設置の家庭は、大切

な家族や自身の生命と財産を守るためにも早期に設置しましょう。

（全国平均 84.0％　静岡県平均 83.7％　下田消防管内 72.0％：令和４年６月時点）

・交換の目安は 10 年と言われています。作動点検は定期的に行いましょう。

・点検方法は本体のボタンを押すか、付属の紐を引きます。

・正常な場合は、正常を知らせる音声や警報音が鳴ります。

・反応しない場合は、すぐに交換しましょう！

誰でも簡単！住宅用火災警報器の点検・交換

助
け
あ
い
、
支
え
あ
う

助
け
あ
い
、
支
え
あ
う

「年
金
」
っ
て

「年
金
」
っ
て

  

と
っ
て
も
大
事

と
っ
て
も
大
事



　
　

星
新
一
の
短
編
小
説
の
一
つ
に

　

星
新
一
の
短
編
小
説
の
一
つ
に

「
お
ー
い
で
て
こ
ー
い
」
が
あ
る
。

「
お
ー
い
で
て
こ
ー
い
」
が
あ
る
。

台
風
の
あ
と
、
直
径
１
ｍ
程
の
穴
が

台
風
の
あ
と
、
直
径
１
ｍ
程
の
穴
が

見
つ
か
る
。
と
て
も
深
そ
う
で「
お
ー

見
つ
か
る
。
と
て
も
深
そ
う
で「
お
ー

い
で
て
こ
ー
い
」
と
叫
ん
だ
が
何
の

い
で
て
こ
ー
い
」
と
叫
ん
だ
が
何
の

反
応
も
な
い
。
石
を
投
げ
て
も
反
響

反
応
も
な
い
。
石
を
投
げ
て
も
反
響

が
な
い
。
み
ん
な
不
思
議
が
る
。
な

が
な
い
。
み
ん
な
不
思
議
が
る
。
な

ん
だ
ろ
う
こ
の
穴
は
。
そ
こ
に
業
者

ん
だ
ろ
う
こ
の
穴
は
。
そ
こ
に
業
者

が
現
れ
て
、
買
い
取
り
を
申
し
出
る
。

が
現
れ
て
、
買
い
取
り
を
申
し
出
る
。

そ
し
て
、
そ
の
穴
に
い
ろ
ん
な
物
が

そ
し
て
、
そ
の
穴
に
い
ろ
ん
な
物
が

捨
て
ら
れ
る
。
原
子
炉
の
カ
ス
（
原

捨
て
ら
れ
る
。
原
子
炉
の
カ
ス
（
原

文
マ
マ
）、
実
験
動
物
の
死
体
、
昔

文
マ
マ
）、
実
験
動
物
の
死
体
、
昔

の
恋
人
の
写
真
な
ど
な
ど
。
す
べ
て

の
恋
人
の
写
真
な
ど
な
ど
。
す
べ
て

の
ゴ
ミ
が
消
え
き
れ
い
に
な
っ
た

の
ゴ
ミ
が
消
え
き
れ
い
に
な
っ
た

あ
る
日
、
空
に
向
か
っ
て
ビ
ル
を

あ
る
日
、
空
に
向
か
っ
て
ビ
ル
を

建
て
て
い
る
工
事
現
場
で
作
業
員

建
て
て
い
る
工
事
現
場
で
作
業
員

が
「
お
ー
い
で
て
こ
ー
い
」
と
叫
ぶ

が
「
お
ー
い
で
て
こ
ー
い
」
と
叫
ぶ

声
を
聞
く
。
し
か
し
、
声
の
あ
っ
た

声
を
聞
く
。
し
か
し
、
声
の
あ
っ
た

上
の
方
を
見
上
げ
て
も
青
空
が
広
が

上
の
方
を
見
上
げ
て
も
青
空
が
広
が

る
だ
け
。
気
の
せ
い
か
と
思
っ
て
作

る
だ
け
。
気
の
せ
い
か
と
思
っ
て
作

業
に
戻
っ
た
男
の
わ
き
を
か
す
め
て

業
に
戻
っ
た
男
の
わ
き
を
か
す
め
て

小
さ
な
石
こ
ろ
が
空
か
ら
落
ち
て
く

小
さ
な
石
こ
ろ
が
空
か
ら
落
ち
て
く

る
が
彼
は
そ
れ
に
は
気
づ
か
な
か
っ

る
が
彼
は
そ
れ
に
は
気
づ
か
な
か
っ

た
。
と
い
う
所
で
話
は
お
し
ま
い
で

た
。
と
い
う
所
で
話
は
お
し
ま
い
で

あ
る
。

あ
る
。

　

ず
い
ぶ
ん
昔
に
読
ん
だ
の
だ
が

　

ず
い
ぶ
ん
昔
に
読
ん
だ
の
だ
が

私
は
妙
に
気
に
な
っ
た
こ
と
を
覚

私
は
妙
に
気
に
な
っ
た
こ
と
を
覚

え
て
い
る
。
そ
し
て
、
今
下
田
市

え
て
い
る
。
そ
し
て
、
今
下
田
市

を
含
む
賀
茂
地
域
で
ゴ
ミ
処
理
を

を
含
む
賀
茂
地
域
で
ゴ
ミ
処
理
を

問合せ先　地域子育て支援センター　☎㉗２２００

誕 生 日 会
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こ
ん
に
ち
は
、
市
長
で
す

　
　

～
星
新
一
の
「
シ
ョ
ー
ト
シ
ョ
ー
ト
」
か
ら
考
え
る
～

ど
う
す
る
べ
き
か
考
え
る
中
、
こ

ど
う
す
る
べ
き
か
考
え
る
中
、
こ

の
話
を
思
い
出
し
た
の
だ
。
ど
ん

の
話
を
思
い
出
し
た
の
だ
。
ど
ん

な
ゴ
ミ
も
飲
み
込
ん
で
く
れ
る
魔

な
ゴ
ミ
も
飲
み
込
ん
で
く
れ
る
魔

法
の
穴
。
そ
ん
な
も
の
は
存
在
し

法
の
穴
。
そ
ん
な
も
の
は
存
在
し

な
い
。
一
方
、
私
た
ち
の
生
活
は
、

な
い
。
一
方
、
私
た
ち
の
生
活
は
、

多
種
多
様
な
工
業
製
品
に
囲
ま
れ

多
種
多
様
な
工
業
製
品
に
囲
ま
れ

て
い
る
。
金
だ
ら
い
を
も
っ
て
自

て
い
る
。
金
だ
ら
い
を
も
っ
て
自

転
車
の
と
う
ふ
屋
さ
ん
に
「
一
丁

転
車
の
と
う
ふ
屋
さ
ん
に
「
一
丁

く
だ
さ
い
」
と
言
っ
て
い
た
あ
の

く
だ
さ
い
」
と
言
っ
て
い
た
あ
の

頃
か
ら
わ
ず
か

頃
か
ら
わ
ず
か
5050
年
の
間
に
、
私

年
の
間
に
、
私

た
ち
は
便
利
で
快
適
な
暮
ら
し
を

た
ち
は
便
利
で
快
適
な
暮
ら
し
を

手
に
入
れ
た
。
ボ
タ
ン
を
押
す
だ

手
に
入
れ
た
。
ボ
タ
ン
を
押
す
だ

け
で
暖
か
い
空
気
や
冷
た
い
風
を

け
で
暖
か
い
空
気
や
冷
た
い
風
を

出
し
て
く
れ
る
エ
ア
コ
ン
。
お
皿

出
し
て
く
れ
る
エ
ア
コ
ン
。
お
皿

を
回
し
て
チ
ン
と
い
え
ば
温
か
く

を
回
し
て
チ
ン
と
い
え
ば
温
か
く

て
お
い
し
い
料
理
も
食
べ
ら
れ

て
お
い
し
い
料
理
も
食
べ
ら
れ

る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
暮
ら
し

る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
暮
ら
し

は
本
当
に
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
（
Ｓ
Ｄ

は
本
当
に
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
（
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
始
め
の
Ｓ
は
こ
の
頭
文

Ｇ
ｓ
の
始
め
の
Ｓ
は
こ
の
頭
文

字
）
、
つ
ま
り
持
続
可
能
だ
ろ
う

字
）
、
つ
ま
り
持
続
可
能
だ
ろ
う

か
。
私
た
ち
は
、
あ
の
町
の
住
人

か
。
私
た
ち
は
、
あ
の
町
の
住
人

た
ち
と
同
じ
よ
う
に
不
都
合
な
こ

た
ち
と
同
じ
よ
う
に
不
都
合
な
こ

と
か
ら
目
を
背
け
、
気
づ
か
な
い

と
か
ら
目
を
背
け
、
気
づ
か
な
い

ふ
り
を
し
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

ふ
り
を
し
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

大
切
な
の
は
、
一
人
ひ
と
り
が

　

大
切
な
の
は
、
一
人
ひ
と
り
が

暮
ら
し
方
を
ど
う
変
え
る
の
か
で

暮
ら
し
方
を
ど
う
変
え
る
の
か
で

あ
り
、
地
球
の
上
に
生
き
る
私
た

あ
り
、
地
球
の
上
に
生
き
る
私
た

ち
は
今
ま
さ
に
岐
路
に
立
っ
て
い

ち
は
今
ま
さ
に
岐
路
に
立
っ
て
い

る
と
思
う
の
で
あ
る
。

る
と
思
う
の
で
あ
る
。

１日(火)	まっちゃんと遊ぼう　10時～11時

　　　　	講師　町田浩志先生（つながり遊び歌）

２日(水)	めだかルーム　		９時～11時30分　

４日(金)	ふれあい遊び　※午後閉館（清掃・消毒）

７日(月)	体操教室　		10時～11時

　　　　	講師　鈴木理里先生

　　　　	場所：市民スポーツサンター（サンワーク）

９日(水)	あひるルーム　		９時～11時30分

11日(金)	誕生会

14日(月)	体育館で遊ぼう		　９時30分～11時

　　　　	場所：市民スポーツセンター（サンワーク）

16日(水)	うさぎルーム　		９時～11時30分

18日(金)	ふれあい遊び　※午後閉館（清掃・消毒）

25日(金)	図書館読み聞かせ		　10時30分～11時

28日(月)	発育測定・育児相談		　９時～11時	　

　　　　	保健師・栄養士来所

30日(水)	遊VIVAさんと遊ぼう　		10時30分～11時

※予定は変更になる場合があります。

　詳細は子育て支援センターまでお問合わせください。

９/３. ４　全国のライフセーバーが集結　　

　外浦海岸で全日本ジュニア・ユース・マスターズ

ライフセービング選手権大会が開催されました。全

国から 26 チーム 460 人が出場し日頃の練習成果を発

揮しました。

９月の
できごと

- 11 - 広報しもだ 2022.10 月号

    １日　下田幼稚園 ・ 下田認定こども園始業式

　15 日　下田市グローカルＣＩＴＹプロジェクト

            第２回グローカルワーキンググループ

  20 日　下田市スポーツ祭開会式

21 日　寿大学　

21 日　秋の全国交通安全運動一斉街頭指導

23 日　旧稲生沢中学校廃校備品無償譲渡会　

23 日　下田小学校運動会　

９/23　25 年前の思い出に再会　　

　市役所庁舎として改修される旧稲生沢中学校で1997

年に埋設されたタイムカプセルが開封されました。当時

の手紙や写真、教科書等を手に取りみんなで懐しい思い

出話に花を咲かせました。

９/９　下水道の日キャンペーン
　下水道への理解と接続を促すキャンペーンを市役所

駐車場で行いました。訪れた市民の皆さまに汚泥から

作られた肥料と花、野菜の種を配布しました。下水道

接続へのご理解、ご協力をお願いいたします。

９/６　赤ちゃんふれあい体験

　下田中学校 2 年生 74 人を対象に、助産師さん・妊

婦さんからのお話や、実際に妊婦体験やベビー人形

を使った模擬体験を行いました。これらを通して妊

婦さんの大変さや命の大切さを学びました。

９/３　白浜大浜海岸ビーチクリーン　　　

　海浜回収ペットボトルリサイクルプロジェクトの一環

として、ビーチクリーンを行いました。今夏、７海水浴

場で海岸ゴミとして回収されたペットボトル約4,000本

は、環境負荷の低い製品の素材にリサイクルされます。

９/５　下田幼稚園最後のお祭りごっこ
　下田幼稚園で下田太鼓祭りをモチーフにした「お祭り

ごっこ」が3年ぶりに行われました。子どもたちは入園

して最初で最後のお祭りごっこです。若い衆のお囃
は や し

子に

合せて子ども達が神輿を担ぎまわり盛り上がりました。

　さわやかな風が吹き、過ごしやすい季節になって

きましたね。子育て支援センターでは、まどが浜海

遊公園での「おでかけ広場」や、年齢別ルーム ( う

さぎルーム )では敷根公園の散策を計画しています。

戸外に出て自然の中で一緒に外遊びを楽しんでみま

せんか。皆さまのご参加をお待ちしております。また、

朝夕と日中との気温差が大きくなってきました。薄

着を心がけながら衣服の調節をしていきましょう。

ハ ッ ピ ー 子 育 て

フ ロ ア ー の 様 子 ふ れ あ い 遊 び



り
は
、
静
岡
県
指
定
定
期
検
査
機

関
で
あ
る
（
一
社
）
静
岡
県
計
量

協
会
が
実
施
す
る
２
年
に
１
回
の

定
期
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
対
象
と
な
る
お
店
は
食

料
品
店
、
宅
配
便
取
扱
店
、
薬
局

な
ど
で
す
。

問
合
せ
先

産
業
振
興
課
地
域
経
済
促
進
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
３
９
１
４

○
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

自
賠
責
保
険
・
自
賠
責
共
済

　

交
通
事
故
に
よ
る
死
傷
者
数
は

年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、

令
和
３
年
の
事
故
発
生
件
数
は
約

31
万
件
、
死
傷
者
数
は
約
36
万
人

と
、
国
民
の
誰
も
が
交
通
事
故
の

被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
な
り
得

る
極
め
て
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

交
通
事
故
は
車
社
会
の
負
の
部

分
で
あ
り
、
被
害
者
に
と
っ
て
も

加
害
者
に
と
っ
て
も
悲
惨
な
結
果

を
も
た
ら
す
も
の
で
す
。

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
す
べ

て
の
ク
ル
マ
・
バ
イ
ク
１
台
ご
と

に
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お

り
、
加
害
者
の
賠
償
責
任
を
担
保

す
る
こ
と
で
、
被
害
者
の
基
本
的

な
賠
償
を
保
障
す
る
制
度
で
あ

　

県
警
で
は
、
特
殊
詐
欺
被
害
防

止
、
子
供
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防

止
、
自
転
車
盗
防
止
を
重
点
に
防

犯
活
動
を
行
い
ま
す
。

～
還
付
金
詐
欺
・
オ
レ
オ
レ
詐
欺

の
電
話
多
発
～

市
役
所
職
員
を
名
乗
り

・
還
付
金
が
あ
り
ま
す

・
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
着
い
た
ら
操
作
方
法

を
教
え
る
の
で
電
話
し
て

「
還
付
金
の
手
続
き
を
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
」

は
詐
欺
！
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
携
帯
電
話
を

使
わ
な
い
！

息
子
や
孫
を
名
乗
り

・
会
社
で
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
し
て

お
金
が
必
要

・
代
わ
り
の
者
が
取
り
に
行
く

ど
ん
な
こ
と
を
言
わ
れ
て
も
現

金
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
は
他

人
に
渡
さ
な
い
！

～
ひ
と
り
で
い
る
と
不
審
者
に
狙

わ
れ
や
す
い
～

・
な
る
べ
く
ひ
と
り
歩
き
せ
ず
防

犯
ブ
ザ
ー
を
持
ち
歩
こ
う
！

・
人
通
り
の
あ
る
明
る
い
道
を
歩

こ
う
！

・
買
い
物
や
散
歩
を
下
校
時
間
帯

に
合
わ
せ
る
な
ど
、
地
域
全
体

で
子
ど
も
た
ち
を
見
守
ろ
う
！

問
合
せ
先

下
田
警
察
署
管
内
防
犯
協
会

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉗
２
７
６
６

　　

雇
用
、
年
金
、
登
記
、
道
路

な
ど
の
国
の
仕
事
や
そ
の
手
続
、

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
「
困
っ
て
い

る
こ
と
が
あ
る
」「
ど
こ
に
相
談

し
て
よ
い
か
分
か
ら
な
い
」
と

い
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

住
民
の
皆
さ
ま
が
相
談
さ
れ
る

際
、
身
近
な
「
窓
口
」
な
る
の
が

行
政
相
談
委
員
で
す
。
行
政
相
談

委
員
は
、
総
務
大
臣
が
委
嘱
し
て

い
る
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

す
。

　

定
例
の
相
談
窓
口
を
開
設
し
て

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
（
秘
密
厳
守
・
無
料
・

要
電
話
予
約
）。

○
定
例
相
談
日

日
時

毎
月
第
２
・
第
４
水
曜
日

（
休
日
に
あ
た
る
場
合
は
変
更
あ
り
）

10
時
～
15
時

場
所

市
民
文
化
会
館
会
議
室

行
政
相
談
委
員

村
山
登
美
雄
委
員
（
蓮
台
寺
）

大
野
美
知
子
委
員
（
大
沢
）

予
約
・
問
合
せ
先

市
民
保
健
課
市
民
係　

　

 　

（
窓
口
②
）
☎
㉒
２
２
１
５

り
、
被
害
者
の
救
済
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

一
人
一
人
が
、
よ
り
一
層
自
賠

責
制
度
の
役
割
や
重
要
性
、
保
険

金
・
共
済
金
の
支
払
い
の
し
く
み

な
ど
を
十
分
に
理
解
・
認
識
す
る

こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

自
賠
責
保
険
・
共
済
な
し
で
の
運

行
は
法
令
違
反
で
す
！

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万
一

の
自
動
車
事
故
の
際
の
基
本
的
な

対
人
賠
償
を
目
的
と
し
て
、
自
動

車
損
害
賠
償
保
障
法
に
基
づ
き
、

原
動
機
付
自
転
車
を
含
む
す
べ
て

の
自
動
車
に
加
入
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
お
り
、
自
賠
責
保
険
・
共
済

な
し
で
運
行
す
る
こ
と
は
法
令
違

反
で
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
！

問
合
せ
先

中
部
運
輸
局
旅
客
第
一
課

☎
０
５
２-

９
５
２-

８
０
３
５

　

10
月
11
日
（
火
）
～
20
日
（
木
）

ま
で
の
10
日
間
、『
全
国
地
域
安

全
運
動
』
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の

運
動
は
警
察
を
は
じ
め
と
す
る
地

域
安
全
に
関
係
す
る
団
体
、
機
関

が
連
携
し
、
地
域
安
全
活
動
を
さ

ら
に
強
化
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に

行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

【
正
確
な
計
量
は
私
た
ち
の
生
活

の
基
本
で
す
】

　

私
た
ち
の
身
の
回
り
で
は
、

様
々
な
計
量
器
が
使
わ
れ
、
ガ
ス
・

水
道
・
電
気
の
使
用
量
、
食
料
品

の
内
容
量
、
タ
ク
シ
ー
料
金
、
給

油
し
た
ガ
ソ
リ
ン
の
量
な
ど
が
正

し
く
計
量
さ
れ
る
こ
と
で
、
暮
ら

し
の
安
心
が
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
各
種
メ
ー
タ
ー
の
交
換
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
】

　

ガ
ス
、
水
道
、
電
気
な
ど
の
メ
ー

タ
ー
は
、
法
令
で
有
効
期
間
（
７

～
10
年
）
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、

ガ
ス
事
業
者
、
水
道
事
業
者
、
電

力
会
社
な
ど
は
有
効
期
間
が
過
ぎ

る
前
に
メ
ー
タ
ー
を
交
換
す
る
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。
交
換
作
業
に

は
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

【
食
料
品
な
ど
の
内
容
量
】

　

商
品
の
販
売
に
当
た
っ
て
は
、

正
確
な
計
量
に
努
め
る
よ
う
法
律

で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

食
料
品
な
ど
の
内
容
量
に
つ
い

て
も
、
精
密
な
計
量
器
を
用
い
る

こ
と
で
生
活
の
安
心
が
守
ら
れ
て

い
ま
す
。

【
は
か
り
の
定
期
検
査
を
受
け
ま

し
ょ
う
】

　

取
引
・
証
明
に
使
用
す
る
は
か

課
都
市
住
宅
係
ま
で
ご
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

建
設
課
都
市
住
宅
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
２
２
１
９

　

地
震
・
津
波

や
武
力
攻
撃
な

ど
の
緊
急
時
に
、

Ｊ
ア
ラ
ー
ト

（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）
か

ら
送
ら
れ
て
く
る
国
の
緊
急
情
報

を
、
同
報
無
線
を
用
い
て
市
民
の

皆
さ
ま
へ
確
実
に
お
知
ら
せ
す
る

た
め
、
緊
急
地
震
速
報
の
試
験
放

送
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、

市
民
の
皆
さ
ま
も
、
短
い
時
間
で

あ
わ
て
ず
に
身
を
守
る
行
動
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

緊
急
地
震
速
報

日
時　

11
月
２
日
（
水
）　

10
時
頃

○
緊
急
地
震
速
報
と
は

　

地
震
発
生
後
、
そ
の
揺
れ
を
検

知
・
解
析
し
、
大
き
な
揺
れ
が
到

達
す
る
前
に
、
い
ち
早
く
発
表
す

る
情
報
で
す
。

問
合
せ
先

防
災
安
全
課
防
災
係

　
　

 

（
窓
口
⑩
）
☎
㊱
４
１
４
５

行
政
苦
情
１
１
０
番

総
務
省
静
岡
行
政
監
視
行
政
相
談

セ
ン
タ
ー　

 

☎
０
５
７
０-

０
９
０-

１
１
０

日
時

10
月
13
日
（
木
）

①
10
時
30
分
～
12
時

②
13
時
30
分
～
16
時

場
所

①
下
田
警
察
署

②
下
田
総
合
庁
舎

問
合
せ
先

福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係

　
　

 

（
窓
口
⑥
）
☎
㉒
２
２
１
６

　

10
月
第
２
・
第
４
金
曜
日
に
『
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
窓
口
時
間
の

延
長
』
を
行
い
ま
す
。

窓
口
延
長
日
及
び
時
間

10
月
14
日(

金)

・
28
日(

金)

17
時
15
分
～
19
時
30
分

持
ち
物

・
郵
送
さ
れ
た
個
人
番
号
カ
ー
ド

交
付
通
知
書
（
交
付
の
方
の
み
）

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド

・
本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
等
、

顔
写
真
付
き
の
も
の
は
１
点
、

保
険
証
等
は
２
点)

窓
口
の
場
所

市
役
所
西
館
１
階　

市
民
保
健
課
市
民
係
（
窓
口
②
）

予
約
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
１
５
５
１

※
手
続
は
、
原
則
申
請
者
ご
本
人

が
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

市
民
保
健
課
市
民
係

　
　

 

（
窓
口
②
）
☎
㉒
２
２
１
５

　

大
地
震
発
生
時
、
昭
和
56
年
５

月
以
前
の
木
造
住
宅
で
大
き
な
被

害
が
出
て
い
ま
す
。

　

住
宅
の
耐
震
化
は
自
分
の
命
を

守
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
防
災

力
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
昭
和
56
年
５
月
以
前

の
木
造
住
宅
に
対
し
、
無
料
の
耐

震
診
断
と
耐
震
改
修
工
事
の
補
助

制
度
を
設
け
、
耐
震
化
の
促
進
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

無
料
の
耐
震
診
断

　

耐
震
診
断
士
を
派
遣
し
、
診
断

を
実
施
し
ま
す
。
診
断
費
は
無
料

で
す
（
令
和
６
年
度
ま
で
）。

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修

　

一
定
の
条
件
の
場
合
、
上
限

１
０
０
万
円
（
高
齢
者
の
み
の
世

帯
の
場
合
は
１
２
０
万
円
）
の
補

助
が
あ
り
ま
す
（
別
途
上
乗
せ
制

度
が
あ
り
ま
す
）。

　

ご
検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
建
設

広報しもだ 2022.10 月号 - 12 -

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

    　
　

 　
　
　
　

窓
口
延
長

10 月の納税
納期は10月 31日（月）

市・県民税　３期

国民健康保険税　 ６期

後期高齢者医療保険料　３期

介護保険料    　 ４期

 ※納期内に納めましょう

※納税は便利な口座振替で
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地
震
か
ら
命
を
守
ろ
う

～
無
料
の
耐
震
診
断
は

　
　

令
和
６
年
度
で
終
了
で
す
～

Ｊ
ア
ラ
ー
ト

 

（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）
の

　
　
　

試
験
放
送
を
実
施
し
ま
す

10
月
17
日
（
月
）
～
23
日
（
日
）

　
　
　
　

は
行
政
相
談
週
間
で
す

11
月
は
「
計
量
強
調
月
間
」
で
す

全
国
地
域
安
全
運
動 

実
施

献
血
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

（広告）

自
賠
責
保
険
・
自
賠
責
共
済
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
案
内

（広告）



９
月
届

三
丁
目　

橋
本
し
ず
江　

４　

93

六
丁
目　

石
切
山
さ
だ
子　

11　

90　

西
本
郷　

山
梨　

鉚
一　

１　

91

　

〃　
　

増
田　

忠
昭　

４　

80

蓮
台
寺　

皆
川
か
ほ
る　

１　

88

　

中　
　

右
内　

　
子　

14　

74

宇
土
金　

淺
田　

統
治　

４　

95

白　

浜　

土
屋　

英
城　

8/31　

78

　

〃　
　

土
屋　

福
江　

９　

87

　
※
戸
籍
の
ま
ど
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲

載
を
望
ま
な
い
方
は
、
事
前
に

係
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

８
月
16
日
か
ら
９
月
15
日
届
け
分

　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

８
月
届

地　

区　
　

氏　

名　
　

保
護
者

二
丁
目　

小
木
曽
湊み

な

と仁　

正
治

西　

中　

渡
邉　

仁じ
ん　

　

泰
裕

吉
佐
美　

萩
原　

侑ゆ

う

り俐　

良
太

柿　

崎　

坂
倉　

晴は
る　

　

広
亮

須　

崎　

石
川　

日ひ

な菜　

周
蔵

９
月
届

河　

内　

村
山　

璃り

と都　

祐
也

　

中　
　

鈴
木　

和な

あ空　

颯
人

宇
土
金　

土
屋　

縁え
ん　

　

浩
司

８
月
届

四
丁
目　

熊
澤
さ
だ
子　

19　

91

吉
佐
美　

加
藤　

睦　
　

16　

85

白　

浜　

山
木　

三
史　

16　

83

　

暑
い
夏
も
終
わ
り
い
よ
い
よ
冬

の
到
来
で
す
。
毎
年
冬
の
時
期
を

迎
え
る
頃
に
な
る
と
流
行
し
そ
う

な
疾
患
に
注
意
し
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
冬
の
感
染
症
で
代
表
的

な
疾
患
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や

胃
腸
症
状
を
主
と
し
た
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
、
呼
吸
器
症
状
を
き
た
す
Ｒ

Ｓ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

主
に
接
触
感
染
や
飛
沫
感
染
に
対

す
る
感
染
対
策
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
ウ
イ

ル
ス
が
体
内
に
侵
入
し
て
こ
な
い

よ
う
に
対
策
し
、
感
染
経
路
を
遮

断
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

こ
こ
数
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
大
流
行
に
よ
り
賀
茂
保

健
所
管
内
で
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
発
生
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
ウ
イ
ル
ス
は
、

い
つ
ど
こ
か
ら
入
っ
て
く
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
今
後
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
両
者
ダ
ブ
ル
感

染
も
十
分
に
可
能
性
が
あ
る
こ
と

を
頭
の
隅
に
入
れ
て
お
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

目
に
は
見
え
な
い
ウ
イ
ル
ス
を

寄
せ
付
け
な
い
よ
う
に
す
る
に

は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
に
す
れ

ば
よ
い
の
か
。
具
体
的
に
は
感
染

の
基
本
で
あ
る
手
指
消
毒
・
石
鹸

手
洗
い
又
、
人
込
み
で
は
マ
ス
ク

を
す
る
こ
と
な
ど
、
こ
れ
ま
で
皆

さ
ん
が
実
践
さ
れ
て
き
た
感
染
対

策
が
有
効
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
病
原
体

は
、
弱
っ
た
体
内
に
侵
入
し
や
す

く
生
体
の
粘
膜
で
増
殖
し
て
い
き

ま
す
。
日
頃
か
ら
免
疫
力
を
高
め

ウ
イ
ル
ス
に
負
け
な
い
身
体
作
り

も
非
常
に
重
要
で
す
。

　

ま
ず
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

を
来
年
こ
そ
は
終
息
！
そ
し
て
基

本
的
な
感
染
対
策
を
一
人
ひ
と
り

が
心
が
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

問
合
せ
先

下
田
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉕
２
５
２
５

永田　文明　さん

「耕心窯」

問合せ先　市立図書館　☎㉒０３５２　●休館日／毎週月曜日、第４木曜日及び祝日

ぜひ図書館に
お越しください

今月のミニミニあーとぎゃらりー 募集中！ミニミニあーとぎゃらりー展示作品

　市立図書館には 「ミニミニあーとぎゃらりー」 という展示コーナーがあり、

皆さまの作品を随時募集しています。 絵画、 写真、 書、 手芸、 コレクショ

ン…何でもＯＫです。 グループでの展示も大歓迎です。 興味のある方は

図書館までお気軽にお問合せください。

９月の

アートギャラリー

水彩画同好会　さん

「水彩画」
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冬
に
流
行
す
る
感
染
症
対
策

　

感
染
管
理
認
定
看
護
師　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
年
聖
子

　成人向け　書名 著者名 出版社

奇跡を蒔く人 五十嵐　貴久 光文社

首取物語 西條　奈加 徳間書店

越境刑事 中山　七里 ＰＨＰ研究所

いけない　２ 道尾　秀介 文藝春秋

ペットショップ無惨

池袋ウエストゲートパーク１８
石田　衣良 文藝春秋

夏日狂想 窪　美澄 新潮社

児童向け　書名 著者名 出版社

さよなら　ぼくたちの　

ようちえん　ほいくえん

新沢　としひこ　文

みやにし　たつや　絵
金の星社

黒と白のあいだで

翔の四季　秋

斉藤　洋　作

いとう　あつき　絵
講談社

土の大研究

５億年の大地のなぞをさぐろう
藤井　一至　監修 ＰＨＰ研究所

イコ　トラベリング　１９４８－
角野　栄子　著

今日　マチ子　絵
ＫＡＤＯＫＡＷＡ

おすしが　ふくをかいにきた 田中　達也　作 白泉社

ラベンダーとソプラノ
額賀　澪　作

いつか　絵
岩崎書店

11 月の市民相談
相談日 内容 対象 時間 場所

11 月８日

（火）

２歳児

健康相談

Ｒ２年

10 月生 ８：50

～９：50
中央公民館

２歳６か月

児健康相談

Ｒ２年

４月生

11月９日

（水）

市民相談

どなたでも

（要予約）

10：00

～ 15：00

市民文化会館

小会議室３

法律相談
９：30

～ 12：00

市民文化会館

小会議室２

11月10日
（木）

年金相談
 ９：00

～ 14：00

市民文化会館

大会議室

11月16日
（水）

人権相談
どなたでも

（予約不要） 10：00

～ 15：00

市民文化会館

小会議室３11月24日
（木）

市民相談 どなたでも
（要予約）

乳幼児健診
相談日 内容 対象 時間 場所

10月21日

（金）

１歳６か月

児健診
Ｒ３年２.３月生

12：50

～ 14：00

市民文化会館

小ホール

11月 24日

（木）
３歳児健診 Ｒ元年９.10 月生 中央公民館

子育てネットワーク通信
問合せ先　子育てネットワーク事務局　☎㉒２２１６

●下田わくわくパーク「これば！」☎㉒ 2216（福祉事務所）

「フラワービート」の音楽会　　音で遊ぼう　

日時　11 月５日（土）10：30 ～ 11：30

　　　　　　　　　　 13：30 ～ 14：30

場所　下田小学校体育館

●ひよこサロン（参加費無料）☎㉒ 3294（社会福祉協議会）

　日時　11 月 17 日（木）10：00 ～ 12：00

　場所　道の駅「開国下田みなと」４階会議室３

水道当番工事店　　　　　　※修繕費は有料です。

分担期間 工事店 電話番号

10月 ７日～10月 ９日 土屋設備 22-6506

10月10日～10月16日 ㈱外岡組
22-1769
22-1250

10月17日～10月23日 斉藤住設 22-7245

10月24日～10月30日 ㈲渡辺住宅設備 27-1300

10月31日～11月 ６日 ヤマト設備工業㈱ 23-3570

11月 ７日～11月13日 須原設備 28-1161

受付 ： 「平日」 午後５時 15 分～翌午前８時 30 分、

　　　　 「土 ・ 日 ・ 祝日」 午前８時 30 分～翌午前８時 30 分

人のうごき
    住民登録人口 ９月１日 増減

男　   ９，７４９　　　　－１５

女 　１０，４５１  　　　－２０

計 　２０，２００　　　  －３５  

  　　世帯数　  １０，５４０ 

　  出　生  １０　　 転　入　３７ 

    死　亡  ３１　　 転　出　５１　　　

謹
ん
で

　
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　 

あ
か
る
く
す
こ
や
か
に
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※排水管等の詰まりについては、 対象外となります。



　

浄化槽の処理対象人員に応じて　限度額 ７万円～５０万円の補助
（新築工事に伴うものは除く）　　※令和５年３月３１日まで

広
報

し
も

だ
　

令
和

4
年

10
月

７
日

発
行

　
毎

月
１

回
発

行
　

下
田

市
役

所
〒

415-8501 下
田
市
東
本
郷
一
丁
目

5
番

18
号
　
☎
 (22) 2212

みなさんのお宅のアイドルを募集しております。
市役所へどしどしお寄せください！
問合せ先　企画課秘書広報係　☎㉒ 2212

 西中にお住いの

 糸賀　一夫さん・絵美奈さんの

    長 女　心
こ こ ね

音　ちゃん   （９歳 11 か月）

　　長 男　大
ひ ろ と

翔　くん     （１歳７か月）

お姉ちゃんが大好きで

いつも後を追いかけて遊んでほしいぼくと、

弟の笑顔が大好きでいつも優しく弟想いの私。

公共下水接続助成金拡充へ！！

市ホームページ QR

拡充期限迫る拡充期限迫るつ
な
が
る
下
田
、

つ
な
げ
る
下
水
道

親子でハロウィンの和菓子を作ろう！
　中央公民館講座として、ハロウィンをテーマにした

親子和菓子作り教室を開催します。

皆さまのご参加をお待ちしています。

日時日時

10 月 29 日（土）14 時～ 16 時

開催場所開催場所

中央公民館２階調理室

参加費参加費

１人 500 円（材料費）

講師講師

山田　勧　氏（ロロ黒船）

定員定員

親子２名１組　計 10 組　

※定員になり次第締め切ります

参加対象参加対象

市内在住の小・中学生とその保護者

持ち物持ち物

エプロン、三角巾（バンダナ、帽子）、タオル（各自１枚）、

ふきん（片づけ用）

申込期間申込期間

10 月 11 日（火）～ 10 月 21 日（金）まで

申込、問合せ先申込、問合せ先

教育委員会生涯学習課社会教育係　☎㉓５０５５

連続歴史講座連続歴史講座　　南豆の歴史を後世に南豆の歴史を後世に
　南豆、特に下田の歴史について、専門家の講義を聴

いて、地域の魅力を再発見しませんか。

開催場所開催場所

市民文化会館　大会議室

受講料受講料

各回 500 円（テキスト代）

参加対象参加対象

中学生以上

受講者数受講者数

各講座先着 50 名

申込み申込み

QR コードを読み取り専用の申込フォームをご利用いた

だくか、下記の問合わせ先までお電話にてお申込みく

ださい。

申込、問合せ先申込、問合せ先

教育委員会生涯学習課社会教育係　☎㉓５０５５

開催日 演題

10 月 30 日（日）
伊豆の鎌倉仏

～伊東氏・北条氏との関係を中心に～

11月 ６日（日）下田城址測量調査の中間報告について

12月 ４日（日）
文化財としての下田街道
～「歴史の道」を考える～

12月 11 日（日）
幕末、安政コレラ騒動
～下田地方の実情～

( 日程及び講座内容 )　(日程及び講座内容 )　※いずれも13時 30分～ 15時 30分

申込フォーム QR


